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神奈川県の税制改革グランドデザインは，翌月の 2000 年 6 月に議会に報告されております．
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そこで，1千 200 万円ぐらいの年収入がだいたいの上限ということで，1千 200 万円の年収，
課税所得にして 700 万円以下の部分に個人県民税の超過課税を導入することにしたわけです．
このように，水の使用量に課税する方式にできるだけ寄り添って，なおかつ将来世代のため
に全ての県民にご負担いただくということで，応益的共同負担という考え方で水源環境保全税
がつくられたところです．
第 2報告
「環境NPOからみた水源環境保全・再生かながわ県民議会」
桂川・相模川流域ネットワーク　
長谷川朝恵　先生
今日，私に与えられました役割は，このセッションのテーマに関連して市民活動の視点から
当時の状況，それから県民会議について話せということですので，三つぐらいに分けてお話し
